
高専祭M科プロジェクト 

～M 科プロジェクトとは～ 

5 年生が主体となって高専祭で機械工学科（M 科）の紹介等を行うプロジェクトです。 

 今年のテーマは「機
̇
械
̇
工学科を知る機

̇
会
̇
！」とし、高専祭に来場される中学生や

保護者、地域の方などに、沼津高専の機械工学科ではどのようなことを学ぶのかを分かりやすく知っても

らうことを目標にしました。 

 活動は 2019 年 5 月から企画内容のアイデア出しを行い、そこで出たアイデアを基に活動をしていきま

した。今回のプロジェクトのメインとなったのが、ショベルカーです。ショベルカーの製作過

程をご紹介します。 

 

ショベルカー製作過程 

(1)アイデア出し・仕様決定(5月～7月) 

ショベルカー製作理由は、機械工学科らしく、何か動くものを製作したいという想いからでした。最

初は左下図に示すような簡単な構想から、予算や納期などを考慮して仕様を考え、CAD を用いて右下図

のような設計を行いました。 

 

初期構想               初期設計 

 ここで先生や技術職員などの意見を参考にし、安全性や加工性などを考慮して細かい修

正を行いました。応力計算等も行い、安全性と軽量化のバランスについても考えました。 



 

足回りの応力計算 

(2)機体制作(7 月～9月) 

教育研究支援センターにあるレーザー加工機やボール盤等を用い、加工を行いました。 

レーザー加工での部品加工の様子   ショベル足回りの組立の様子 

また、製作途中において設計の不備が発覚した箇所があったため、設計の改善を行いました。 

 (3)組み立て・テスト・高専祭(9 月～11月) 

加工が終了した機構から順次組み立てを行い、動作テスト

を行いました。一部不具合が生じましたが、高専祭当日までに

解決・対策を講じることができました。 

 

 

〇ブーム駆動系の歯車の破損 

→ブーム駆動を歯車機構によるものからリンク式に変更した。 

〇バケットが強度不十分 

→板金で 3Dプリンタ製から金属製に変更した。 

〇ホイールによる旋回摩擦が大きく、旋回できない 

→ホイールを自作のオムニホイールを製作、装備することにより、旋回抵抗を軽減した。 

 

設計見直し

例 

組立・動作確認の様子→ 

青い部分が負荷が少ないところ，

赤い部分が負荷が大きいところを

示しています． 



その結果、高専祭当日には 

ショベルカーでピンポン玉をすくってかごに移すゲームを 

来場された方々に楽しんでいただくことができました。 

 

高専祭でのショベルカーを用いたゲームの様子 

 

ここまで紹介したようなショベルカー製作ができたのは、 

沼津高専の機械工学科で学んだ知識があったからです。 

生かすことのできた授業を下の表にまとめてみました。 

履修する学年 授業名 生かした場面 

2、3、4、5 年 機械設計製図 ショベルカーの構想・設計 

2、3 年 機械工作実習 ショベルカーの加工 

3 年 機構学 旋回部の歯車の計算、リンク機構の設計 

3、4 年 材料力学 ショベルカーの強度計算 

 



 高専祭では、ショベルカー以外にも研究室展示やリベット体験、スタ

ンプラリーなどを通じて、来場者に機械工学科について知っ

てもらうことができました。 

 

   工場でのリベット体験の様子      研究室紹介の様子 

 

配布したパンフレット 



 

 

考案した機械要素紹介 

 

 



～まとめ～ 

M 科プロジェクトの活動には 5 年生、4 年生が中心となって、1 年生をはじめ下級生も

参加してくれました。下級生でまだ学習していないことは上級生が教えながら作業を行う

など、学年を超え、学科として活動に取り組むことができました。メンバーそれ

ぞれ、部活動や課題などで忙しい中での活動でしたが、無事に成功させることができて本

当に良かったです。 

2019 M 科プロジェクト長 


